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NaOH水溶液中の混合物にCO2を吹き込んで
エーテルにより抽出する方法も正解
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100文字
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3 問３

二酸化炭素
問４

ヨードホルム
（トリヨードメタン）

問５ フェノールのベンゼン環にエチル
基１つ，またはメチル基２つが
付加した化合物（9種類）のうち
の1種。

　　(例)→

問６

・問5の残りの8種類の化合物は以下の通り。
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縮合　（”脱水縮合”も可） ジスルフィド

付加　 銅アンモニアレーヨン（キュプラ）

ナイロン66 アクリロニトリル

ｄ ｆ
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セルロースの質量 [g]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24.3　　g

問６

ニ イ ホ ロ ハ

化合物A ヘキサメチレンジアミン

化合物B
エチレングリコール

（1,2–エタンジオール）

③ ④

問３

問１

受験番号

氏　　名

化　　　学

集 計 点

①
4

②

解 答 用 紙（全　６　枚）　その５

問４

問２

化合物名 構造式

HOCH2CH2OHHOCH2CH2OH



注意　受験番号，氏名を記入しなさい。

採点欄

 問２

採点欄

問3

採点欄

(3)
計算過程

ペプチドCの分子量は121+147-18＝250
37.5 gのペプチドCは37.5÷250=0.15 mol
ペプチドCはグルタミン酸を含むため、C末端以外に1か所カルボキシ基を有
する。よって、0.15 molのペプチドCをエチルエステル化するには0.3 molの
エタノールが必要である。
ペプチドCの-COOHが-COOC2H5となると分子量が28増加する。

したがって、分子量28×0.3 mol = 8.4 gの重量が増加したエステルが生じ
る。

生成したエステルの重量は　37.5 g + 8.4 g = 45.9 g　となる。

　

生成したエステルの質量 [g]

             　　　　　　　　　　　　　　45.9　g
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